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利尻島におけるスズメバチ科の記録については花
谷ほか（1968）によって初めて記録され，これま
で 2属 9 種が報告されているが，モンスズメバチ
Vespa crabro flavofasciata が確認されたことはな
かった（佐藤，1999）．筆者らは 2006 年に実施さ
れた利尻町によるスズメバチ駆除作業において得ら
れたサンプルなどにおいて本種の生息と営巣を同島
から初めて確認するとともに，利尻町立博物館所蔵
標本から 1個体を見つけることができたのでここ
に報告する．なお，貴重なサンプルや情報を提供し
ていただいた西島孝人氏（利尻町役場保健福祉課），
石川拓蔵氏（利尻町役場保健福祉課），北島寿利氏（利
尻町沓形），浜口毅氏（利尻町沓形）に心からお礼
を申し上げる．

確認されたモンスズメバチは以下のとおりであ
り，標本が得られたものについては利尻町立博物館
膜翅目標本 RTMHy の番号を記した．標本のほと
んどが利尻町の駆除作業に関連して得られたもので
あるため，確認地点はすべて利尻町に限定されてい
る（図 1）．
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図１．利尻島でモンスズメバチが確認された場所．A：利尻町
沓形字種富町，B：利尻町沓形字蘭泊，C：利尻町沓形字泉町，
Ｄ：利尻町仙法志字，E：利尻町沓形字泉町．
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【駆除作業における確認】
利尻町沓形字種富・火薬保管庫（図 1-A）
2006 年 6 月 13 日に保管庫点検中の作業員が刺
され，駆除の依頼が利尻町役場にはいった．翌日，
巣の確認ができなかったため，市販の飲料水用ペッ
トボトル（２リットル）を利用したトラップ（日
本酒 150ml，酢 50ml，砂糖 50g）を 3個，火薬保
管庫のそばに設置した．6月 21 日に全てのトラッ
プが回収され，ケブカスズメバチ（=キイロスズメ
バチ）Vespa simillima simillima 7 個体，キオビ
ホオナガスズメバチDolichovespula media media 
1 個体と混じってモンスズメバチ 40 個体が採集さ
れた（RTMHy4-50）．これら 3種のスズメバチは
体長などから全て越冬明けの女王と判断された．6
月 14 日から 21 日の 1週間の間に，ケブカスズメ
バチ女王の数をしのぐモンスズメバチ女王が得られ
たことは注目される．トラップの誘引餌の成分が異
なるので，厳密な比較はできないが，札幌市におけ
るトラップ試験の結果では，ケブカスズメバチやコ
ガタスズメバチの女王に比べると，誘引されるモン
スズメバチ女王の数ははるかに少ない（Makino & 
Sayama, 2005）．

利尻町沓形字蘭泊・火葬場（図 1-B）
2006 年 8 月 18 日に葬儀準備のために訪れた役
場職員によって火葬場の軒下に作り始められたば

かりの巣が確認された（図 2）．8 月 20 日に殺虫
剤噴霧，8月 23 日に巣と周辺に落ちていた駆除個
体が筆者の一人である佐藤によって回収された．
女王 1個体の他，9個体のワーカーが見つかった
（RTMHy52-61）．巣の外壁はお椀状の未完成のも
ので，巣は 2段，卵のみの状態であった（図 3）．
モンスズメバチの営巣の確認および巣の回収は利尻
ではこれが初めての記録である．
モンスズメバチはケブカスズメバチと同様，巣の
拡大によって営巣場所が手狭になると，７～８月
頃，より広い場所へ引っ越し，新たな巣を作ること
が知られている（松浦・山根，1984）．本例におい
ても，8月であるにもかかわらず，巣に成虫が羽化
した跡がないことや，本種が一般的に最初の巣をつ
くる閉鎖空間ではなく，軒先という広い空間に営巣
されたことから考えて，引っ越し巣と考えられる．

図２．沓形字蘭泊で営巣中のモンスズメバチ．

図３．沓形字蘭泊で採集された巣のセルマップ．上段が一段
目にあたる．楕円の図形は卵の位置を示す．
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利尻町沓形字泉町（図 1-C）
2006 年 8 月 25 日に車道の斜面の穴に入ってい
くスズメバチが多数確認され，利尻町役場担当課に
通報がはいった．穴から 1mほど離れた場所の電柱
に早速トラップが 1個設置され，モンスズメバチ
の他，ケブカスズメバチ，キオビホオナガスズメバ
チ，シダクロスズメバチ Vespula shidai の 4 種が
多数捕獲されたが，標本は残されていない．

【標本における確認】
1995.viii.13， 利 尻 町 仙 法 志， 佐 藤 雅 彦，
RTMHy62，1創設女王．（図1-D）
本標本は利尻町立博物館所蔵のケブカスズメバチ
の標本に混じり 1個体のみ見つかった．標本の状
態などから駆除作業で回収された創設女王と思われ
るが，残念ながら巣の記録が残っておらず，その当
時，本種による営巣が行われていたことを示す証拠
は残されていない．

2006.x.3，利尻町沓形泉町，浜口毅，RTMHy63，
1ワーカー．（図 1-E）
沓形にある消防本部で拾われた個体．

2006 年における利尻町のスズメバチに関する駆
除作業は 25 件あった．種の確認がされぬまま，巣
が迅速に駆除されてしまうことも多いが，確認され
た種としてはケブカスズメバチが最も多く，この傾
向は利尻町立博物館がスズメバチ標本を回収し始め
た約 15 年前からほとんど変わっていないと思われ
る．同館所蔵のスズメバチの巣の標本は駆除作業に
よって回収されたものがほとんどであり，営巣個体
の標本が残されているものを再確認するとその多く
はケブカスズメバチであり，モンスズメバチの巣が
回収されたことは 1件もなかった．これらのこと
から，2006 年に確認されたモンスズメバチは，同
種が近年になって急速に利尻島に分布を広げた可能
性が示唆される．島内の物資のほとんどはフェリー
によって北海道本土から運ばれるため，それらの資
材に混じってアオダイショウやチャバネゴキブリな

ど，本来同島に自然分布していない動物が持ち込ま
れることも度々みられた（三保・佐藤，2000; 佐藤，
未発表）．越冬していたモンスズメバチ女王が資材
などに混じって，比較的最近島内に持ち込まれた可
能性も否定できない．
しかし，モンスズメバチの大きさや体色がケブカ
スズメバチに似ていることや，もともとモンスズメ
バチが島嶼部では少ないとされてきたこと（松浦・
山根，1984）などから，標本が残されることが少
ない駆除作業においてケブカスズメバチと間違わ
れ，長い間モンスズメバチの存在が島内では見過さ
れてきた可能性も十分考えられる．実際に 1995 年
の標本はケブカスズメバチと誤同定されて保管され
ていたことから，当時から数は少ないものの本種の
分布は確実に島内にあったと考えるべきだろう．古
い標本が残されていないため，どのくらい前から同
種が利尻島に分布していたのかは今となっては調べ
ようがなく，今後は駆除作業と連携し，利尻島内の
スズメバチ類の分布や種構成の記録を確実に残すこ
とで，利尻島におけるスズメバチ相の変化を追って
いくことが必要と思われた．
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